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 こんにちは、スウェーデン農業科学大学にて修士

課程２年目を過ごす重井真琴です。今回の記事はス

ウェーデンにおける研究・仕事スタイルについてで

すが、完全に日常の小話であり内容は私の感想が主

です。なぜ私がスウェーデンで修士課程の学生をし

ているかについては最初の寄稿記事（リンク）をご

覧ください。 

 

あるランチタイムでの会話 

  

 卒業に必要な講義の単位を取り終え、いよいよ修

士論文に向けた研究をすることになったので、この

９月からはほぼ毎日大学のオフィスと実験室に通っ

ています。研究でお世話になっているグループは昨

年のインターンシップ先と同じなので、懐かしい職

場に戻ってきたという感覚です。インターンシップ

をしていた頃と違うのは、新たにスウェーデン出身

の博士課程学生が同じ指導教官についていることで

す。以前からグループ内には他の修士や博士の学生

がいましたが、直接の指導教官が同じ人は初めてで、

北大時代の研究室同期のような頼もしい存在です。 

 ある日のランチタイムにその同僚と仕事（研究）

の近況を話していたとき、以下のことを言われまし

た。 

 

− 今はお給料を支払われているから長めにオフ

ィスにいる（9-17 時）が、自分が修士の研究

をしていたときはそんなに毎日長時間働いて

いなかった（といっても私が働いているのは

月から金 9-17 時）。 

− 当時の自分は修士論文で良い成績を取るため

に最低限必要なことをしていた。 

− いつオフィスに来るかは自分の仕事次第で自

由だ（体調が微妙だった日は在宅勤務にし

た）。 

− 今あなたがやっていることは 3 時間でできる

ことじゃないか？終わったら帰ったら良いの

ではないか。 

− 生産的に働けるときに集中して短時間で終わ

らせる方が良い。 

 

会話はとても和やかな雰囲気でしたが、内容は目か

ら鱗のものでした。スウェーデンに来てから一年半

が経ちこちらの働き方にも慣れてきたので、仕事と

プライベートの切り替えを上手くすることでどちら

も更に楽しくなると分かったつもりでした。しかし、

未だに「長く働くことは善」とどこかで信じている

（そういう考え方が染みついている）ことに言われ

るまで気が付かなかったのです。 

https://8a1cda5e-4589-4fda-a5a1-92a3c01d74f3.filesusr.com/ugd/300109_2adc9a6650054f9fb6d55b58afc99bd2.pdf
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恥ずかしながら特に忘れていたのは「結果が重要」

ということです。その人が修士の研究に対して「良

い成績を取るために最低限必要なことをしていた」

と表現したことは少なからず衝撃でした。良い結果

を得ることには妥協しないが、自分のコンディショ

ンや仕事の効率も重視するということです。 

 もちろんやりたいことがあって集中力が続くタイ

プなら存分に働けば良いのですが、どういう働き方

が個人のパフォーマンスを最大化するかは人それぞ

れなので、惰性でルーティンに従うのではなく自分

に合うスタイルを探し続けることも仕事のうちだと

いうことを思い出しました。 

 

“ニューバージョン” 

 

 前述した会話の続きで以下の話もされました。 

同僚の知り合いが日本の会社で働いていたとき、日

本人は長時間かけた成果を持ってくるから質は高か

ったが、問題が生じたときに自らそれに向き合い解

決しようとする姿勢（Ownership）があまりないと

感じたそうです。そこで同僚から、「あなたはよく

働く良い学生だから、スウェーデンと日本両方の良

いところをもつ“ニューバージョン”になり、全ての

会社（組織）が求めるような人になると思う。」と

言われ、こちらもまた目から鱗でした。 

 最近スウェーデンに来てから確実に変わっていく

自分を自覚していることもあり、よく言えば個人と

しての自由度が増し更に自立した人間に近づいたの

でとても生きやすくなっているのですが、逆に言え

ば、無意識のうちに日本で身に付けた良い部分を失

っているのではないか、気付かないまま礼儀や人へ

の配慮を忘れていないかという不安がありました。

新型コロナウイルスの影響で一時帰国が遠のき日本

の空気感を思いだしづらくなっている感覚もあるか

らかもしれません。また、留学が終わった後も国際

キャリアを実現しようと足掻く自分のような人間に

とって、初めて実感として湧くこの矛盾する感覚は

ずっと付き合い続けるものなのだろうとも理解し、

母国を離れて世界各地で活躍する人々の気概は筆舌

に尽くしがたいものだと改めて思いました。 

だからこそ同僚が何気なく言ってくれた“ニューバ

ージョン”という表現が新鮮で、そう考えれば良い

のか！と救われました。どこにいても変わらない人

間なんていないことと、移る先々で良いところを取

り入れて自らの変化を楽しめば良いのだと気付いた

からです。日本や各地にいる友人達と会えない故に

疎遠になるかもしれないという不安もありました。

しかし、違う人生を歩みつつもお互いの変化を楽し

めるなら、拠点が離れていても関係性は続くのだろ

うと思います。会えずとも定期的に話せる友人関係

とインターネットの存在が有り難いです。 

 人生を通して、身に付けたい技能のひとつに「自

らの運転効率を上げる―自分の心身状態を正確に把

握し、オフのときはリフレッシュ、仕事のときはい

つでも生産性高く集中できるように心身ともに健康

な自己運転をする―」ことがあります。オフのとき

のリフレッシュ能力は在宅時間が増えた影響もあり

向上しましたが、仕事については研究が今学期から

始まり本格的な実践の機会を迎えたところなので、

自分のパフォーマンスを最大化できるスタイルを探

し続けることを忘れずに働こうと思います。 

 日本で生まれ育ったことで身に付いた礼儀や勤勉

さと、スウェーデンの環境で得られる自立と効率的

な働き方を兼ね備えた“ニューバージョン”への進化
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を当面のゴールとして目指しつつ、３年後くらいに

は隔離なしで一時帰国できることを望みます。それ

までにスウェーデン語も英語くらい話せるようにし

て観光ガイドスキルも磨きます。 

 

 皆さんも体に気をつけてお過ごしください。以上、

日常の小話でした。 

 

Tack för att du läste. 

Pojkar och flickor vara ambitiösa! 

 

Thank you for reading.  

Boys and girls be ambitious! 

 

 

 
 


